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平成２１年度活動計画 

 ８月 ７日（金）第４６回岐阜県教育者研究会岐阜大会 

          １０：００大垣市情報工房５ＦスインクＨ 

 ８月１８日（火）第４６回岐阜県道徳研究会夏季ゼミナール 

          １０：００各務原市産業文化センター 

１０月２３日（金）第２回もとす教道研理事・役員会 

          １８：３０北方西小学校ひまわり教室 

１２月２３日（水）もとす・瑞穂市教道研研究大会 

          １５：００北方西小学校ひまわり教室 

  できれば懇親会 １８：００場所未定 

３月１２日（金）第３回もとす教道研理事・役員会 

          １８：３０北方西小学校ひまわり教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

  平成２１年６月２０日（土）北方西小学校ひまわり教室において、 

念願の「もとす教育者道徳研究会 総会並びに講演会」を開催する 

ことができました。 

 当日はご多用の中、岐阜県教育者道徳研究会長・子安一徳様、 

岐阜中央モラロジー上野康定様、酒井栄一様、岐阜西モラロジー・ 

福井一芳様にも参加していただく恩恵に浴することができました。 

 ３月１３日（金）設立準備会と研究会【北方小の道徳教育研究】、 

５月２２日（金）理事・役員会を踏まえて、総会を迎えました。 

松野副会長の司会で始まり、森山会長のあいさつ・役員紹介と進 

みました。その後、それぞれに自己紹介・お話をしました。参会者 

は１８名でしたが、今こそ「心の教育」を大切にしたいという熱い 

思いを交流することができました。 

 次回の研究会は、瑞穂市教育者道徳部会との共催も考えていこう 

との活動計画と予算案が協議され、総会は無事終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  あいさつに立つ森山会長   和やかに自己紹介（所会員） 

 

 



  小塚さんの大きな試練の時。自暴自棄にならず、しっかりと人生 

を生きようと奮い立たせてくれたのは、父親や妻をはじめとした家 

族の存在とのこと。特に、愚痴も言わず明るくてきぱきと見舞客へ

の応対をする奥様への見方が一変し、感謝とともに尊敬の念をもつ 

ことができたそうです。これまでの傲慢な考え方を反省した時に、 

周りの人に対する接し方も変わったということです。 

それでも、人生の厳しい試練を、前向きな物の見方や生き方にす

ることができたのは、やはり小塚さんの素晴らしさだと思います。

リハビリに打ち込んだお話。運転免許を取得したお話。ＰＴＡ会長

などの役職を進んで引き受け努力したお話。小塚さんの真摯な生き

方に、心から感動させられました。小塚さんは、中村久子さんの詩

を紹介されて、講演をしめくくられました。  行く道は たとえ

茨の道とても 神の与えし道ならば 喜びいさんで我は行く  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真上 講演会風景 下 花束贈呈 子安会長様より激励のお葉書 

 

  

 

     ～私の生き方を振り返りつつ～ 

講演者：小塚由紀則氏 

  小塚さんは現在６４歳。 

３人のお孫さんに囲まれ 

て幸せな毎日を過ごせる 

ことに感謝しながら、今 

も精力的にお仕事をなさ 

る一方で、講演活動にも 

励んでいらっしゃいます。 

「人と人のつきあいの中 

自分の利益だけ考えては 

いけない。」「自分中心の心から、人の幸せを祈る心へ」と考えるきっ 

かけが、ご自身にふりかかった大きな事故でした。 

 昭和５７年４月１２日(月）、機械の調子が悪く修理が必要と思って 

いる中、朝からお客さんとの応対に忙しかったこともあって、午後に 

なってしまったそうです。休日の疲れが残っていたことや自分の担当 

機械であり、熟練した自分ならとの思いもあったでしょう。仕事後の 

友人との約束も頭によぎっていたでしょう。そうした要因が重なり、 

気が急いていたことで、「電源を切る」という初歩的なミスを犯して 

しまったのです。機械の間に両腕をはさまれるという大事故です。 

 薄れがちな記憶を必死に押し戻し、大声で助けを呼んだそうです。 

生まれたばかりの長男の顔が、浮かんでは消えていった…とのこと。 

「もう、あの子を風呂に入れてやることができないかもしれない。」 

 大垣市民病院に運ばれ、緊急の手術。将来義手を使う時には、両腕 

の長さが違うと、本人が不自由するとの担当医の判断。小塚さんが、 

長い眠りから覚めた時、猛烈な痛みに苦しめられたそうです。  


